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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・明日のモーニングは会議室に医療機能評価の資料が置いてある為行いません。

　指示受けがある場合は、直接Ｄｒのところへ行ってください。

＜患者様連絡事項＞

・種本　福松様～本日、南部町の福祉課の滝田様が来院し長生園へ見学に行っています。

　　　　　　　　外出前は、「具合が悪くてとっても」と話され溜め息多く見られましたが、促しにて行かれています。帰院後は、溜め息多くつかれ見学後の感想は無言です。外出中は、変わった様子も無かったが溜め息をついていたとの情報があります。また、今後については病院側で自立できるように援助をして欲しいと話しがありました。

・田端　テル様～準夜帯にてご家族へ電話連絡し８/２９（水）１６時～８/３１（金）１７時まで外泊許可になった事伝えています。

・寺地　利代子様～排便コントロールの為、シンラック液処方となっています。

　　　　　　　　　昨日、８/２７（月）の外出の件についてご家族へ電話連絡したところ弟様が電話へでられ、本人から外出希望がでている事話しています。

　　　　　　　　　弟様は「お金がない。外出もやめて下さい」と話され、本人の外出希望が強い事また検討し電話連絡しますと伝えています。本人へはご家族から外出許可が出なかったこと伝えています。　本人、月のお小遣いが7千円で月末にはなくなっている為、今後一ヶ月でお小遣いの7千円をやりくりできるように促していきましょう。

・清水　徹様～本日、お母様が面会に来られ任意入院の同意書にサインをもらっています。任意入院について、末政ＳＷより説明がありお母様は納得されていましたが、本人が不満そうにされていたとの事です。８/３１（金）まで同意され、８/３１（金）に再度本人へ意志の確認をするという事で本人納得しています。任意入院の同意書は末政ＳＷが持っているとの事です。

・駒木　洋士様～北病棟の患者様を介してデイケアの患者様にビデオテープの録画を依頼しようとする事あり、北病棟からビデオテープが戻ってきています。本人へ、他者を介して物品の行き来はトラブルの元となり好ましくない事説明しています。　物品の行き来や物の貸し借りがないよう注意していきましょう。

＜川端Dr診察結果報告＞

・種本　福松様～診察時「具合が悪い。」等の訴えありますが、食事は全量摂取出来てお

り日課も行うこと出来ています。診察終了後施設見学のため外出されて

います。臨時薬継続処方となっています。

・山田　典子様～腹痛や倦怠感の訴えなく、食事も摂取出来ている。血圧値も安定してき

ていることからコリネールL（血管拡張剤）（10）2T×2　13日分臨時継続処方、以後定期となっています。

・戸賀沢　潔様～アイスが食べたいとの訴えあり、主治医より金銭と合わせて購入するよ

う指導あります。1週間に2回までは許可となっています。

・佐々木　康子様～「日中の眠気が気になる。夕食後薬服用後すぐ眠ってしまう。」との

訴えあり、夕食後薬は薬剤の影響考えられない事から、夜間21時まで

起きて過ごされるよう主治医より説明あります。生活リズム・日中の

過ごし方について観察していきましょう。

・杉澤　恵子様～排便時便が硬いとの訴えあり、カマ（整腸剤）（1.5）→（3.0）×3　7日分臨時薬一部変更あり、継続処方となっています。

・宮本　建蔵様～「透視で聞こえてくる」等の訴えあり、　リスパダール（精神神経用剤）（1）3T×3　7日分　臨時薬処方となっています。血圧が落ち着いてきた為、コリネール（血管拡張剤）（10）2T→1Tへ減薬となっています。

＜作業報告＞

・小林　理恵様～昨日から作業が導入となっておりオリエンテーションを行っています。本人希望し陶芸を行っています。本人、「午前中は眠くて動けない。午後からなら大丈夫」と話されています。　鬱の改善・軽減を目的としての導入という事主治医より話されています。今後は、活動性を高め睡眠状況の確認を行っていきます。本日は休まれており、主治医へ顔見せだけでもよいか本人のペースで合わせるか確認します。

・大橋　照子様～作業中に妄想発言は聞かれていません。急に部屋を移動したり今まで行っていた作業をやめ違う物を行ったり、本人は「なんとなく」と話されています。今後、本人の言動の観察を行っていきます。

・宮本　建蔵様～外泊中に所在不明という事があったが、作業では集中していつも通りに取り組まれています。

・寺地　利代子様～以前に比べ、作業を一人で取り組む事出来ています。今はお母様へ膝掛けを作っています。最後まで作品を作るという事と気分転換で行うという事を本人へ話しています。

